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横浜青年

　

七
五
三
の
祝
い
に
着

飾
っ
た
子
ど
も
が
家
族

と
う
れ
し
そ
う
に
歩
い

て
い
る
姿
を
見
る
11
月

で
し
た
。
他
人
の
私
は

通
り
す
が
り
に
、
つ
い

「
お
め
で
と
う
」と
声
を

か
け
て
し
ま
う
変
な
じ
い
さ
ん
で
し

た
▼
40
数
年
前
生
田
教
会
に
赴
任
し

た
時
、
普
段
の
教
会
の
礼
拝
を「
毎

週
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
の
礼
拝
」

に
変
え
ま
し
た
。
ま
た
七
五
三
な
ど

の
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
関

わ
る
祝
い
を
教
会
の
行
事
に
加
え
ま

し
た
。
理
由
は「
神
様
か
ら
生
命
を

与
え
ら
れ
た
人
間
は
、
生
ま
れ
た
時

か
ら
老
い
る
ま
で
全
生
涯
を
生
か
さ

れ
て
い
る
」と
の
信
仰
で
す
▼
特
に

「
七
五
三
」の
催
事
の
言
葉「
七
歳
ま

で
は
神
の
う
ち
」は
、
私
に
と
っ
て

大
好
き
な
子
ど
も
を
思
う
大
切
な
内

容
で
す
。
そ
し
て
今
月
、
12
月
の
ク

リ
ス
マ
ス
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
教
会
に

連
な
る
者
に
は
、
あ
え
て
触
れ
る
必

要
も
な
い
ほ
ど
特
別
待
ち
ど
う
し
い

月
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト

教
が
生
活
に
深
く
根
づ
い
た
国
々
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
▼
家
族
の
特
別
な
祝
い
の
ク
リ

ス
マ
ス
の
席
に
私
の
よ
う
な
孤
独
な

外
国
人
学
生
を
、
ま
た
仕
事
で
家
族

共
々
赴
い
た
別
の
国
で
は
、
私
た
ち

の
子
ど
も
を
そ
の
テ
ー
ブ
ル
に
同
席

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ク

リ
ス
マ
ス
の
明
る
い
思
い
出
を
心
に

浮
か
べ
る
と
今
年
は
重
苦
し
く
、
12

月
は
暗
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今

月
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
ロ
シ
ア

に
侵
攻
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
び

と
を
思
っ
て
で
す
▼
特
に
ロ
シ
ア
の

侵
攻
で
苦
し
ん
だ
あ
の
国
の
幼
い
子

ど
も
や
年
老
い
た
人
た
ち
、
破
壊
尽

く
さ
れ
た
建
物
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
を

思
う
と
心
穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
」

（
準
）

　

冬
至
の
こ
ろ
の
太
陽
の
高
さ
は
き
わ
め
て
低
く
、
真
昼
で
も
30
度
程
度
で
す
。

太
陽
光
線
は
大
気
圏
に
斜
め
に
差
し
込
み
、
光
が
大
気
中
を
通
る
距
離
が
長

く
な
り
、
青
色
系
の
光
は
散
乱
し
、
途
中
の
青
空
を
見
事
に
演
出
し
、
赤
色

系
の
光
は
よ
り
多
く
直
進
し
て
ビ
ル
を
染
め
る
の
で
す
。
冬
の
太
陽
の
高
度
は
、

緯
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
低
く
な
り
、
北
緯
60
度
の
オ
ス
ロ
や
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
な
ど
で
は
、
真
昼
で
も
わ
ず
か
に
７
度
程
度
だ
そ
う
で
す
。
日
一
日
と
日

中
の
時
間
が
短
く
な
り
、
冬
至
を
経
て
、
少
し
ず
つ
日
中
の
時
間
が
長
く
な

り
ま
す
が
、
北
欧
で
は
古
く
か
ら
冬
至
を
太
陽
が
よ
み
が
え
る
記
念
の
祭
と

し
て
祝
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
光
の
復
活
を
願
う
北
欧
の
習
俗
が
キ
リ
ス

ト
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
し
て
祝
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
が
イ
エ
ス
様
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

３
世
紀
の
初
め
こ
ろ
か
ら
で
す
。
３
１
３
年
の
ミ
ラ
ノ
勅
令
に
よ
っ
て
、
キ

リ
ス
ト
教
が
公
の
宗
教
と
し
て
認
め
ら
れ
て
か
ら
、
一
般
的
に
12
月
25
日
が

そ
の
日
と
し
て
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
４
世
紀
に
な
っ
て

か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
誕
生
日
は
、
そ
の
日
に
意
味
が
、

つ
ま
り
、
私
は
何
年
の
何
月
何
日
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、

イ
エ
ス
様
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
12
月
25
日
に
は
そ
の
よ
う
な
意
味
は
あ
り
ま

せ
ん
。
12
月
25
日
に
イ
エ
ス
様
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
こ
と
は
、
先
に
触
れ

ま
し
た
北
欧
の
太
陽
神
の
祭
を
知
ら
ず
に
お
祝
い
し
て
い
た
こ
と
に
、
本
当

の
意
味
を
与
え
る
た
め
で
し
た
。
そ
の
意
味
が
新
約
聖
書
の
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る

福
音
書
の
一
番
最
初
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、﹃
初
め
に
言（
こ
と

ば
）が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。
言
は
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
は
、

初
め
に
神
と
共
に
あ
っ
た
。
万
物
は
言
に
よ
っ
て
成
っ
た
。
成
っ
た
も
の
で
、

言
に
よ
ら
ず
に
成
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な
か
っ
た
。
言
の
内
に
命
が
あ
っ
た
。

命
は
人
間
を
照
ら
す
光
で
あ
っ
た
。
光
は
暗
闇
の
中
で
輝
い
て
い
る
。
暗
闇

は
光
を
理
解
し
な
か
っ
た
。﹄と
い
う
み
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
、﹃
命

は
人
間
を
照
ら
す
光
で
あ
っ
た
。﹄と
い
う
み
言
葉
は
、
イ
エ
ス
様
が
ど
の
よ

う
な
方
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

古
い
北
欧
の
人
び
と
は
、
太
陽
を
神
様
と
し
て
お
祭
り
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
人
間
を
含
め
、
地
球
上
の
全
て
の
生
物
は
、
太
陽
が
な
け
れ
ば
生
き

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
太
陽
を
一
番
大
切
な
神
様
と
考
え
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
問
題
は
、
人
間
と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
太
陽
は
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
は
教
え
て
く

れ
な
い
の
で
す
。
こ
の
、
人
間
と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
イ
エ
ス
様
で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
夜
の

暗
闇
の
中
で
、
港
に
帰
ろ
う
と
す
る
小
船
が
、
灯
台
の
明
り
を
頼
り
に
す
る

よ
う
な
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
先
を
照
ら
し
て
く
だ
さ
る
光
が
イ
エ
ス
様

の
教
え
で
す
。
私
た
ち
の
誕
生
日
は
、
日
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、

イ
エ
ス
様
の
誕
生
日
は
、
神
様
の
ひ
と
り
子
を
私
た
ち
人
類
に
与
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
す
。　

　

私
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
る
イ
エ
ス
様
の
み
言
葉
に
聖
書
を
通
し
て
耳
を

傾
け
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
）

クリスマスメッセージ

人間を照らす光

日本聖公会横浜教区
横浜聖クリストファー教会

司祭　河﨑　望

﹁
命
は
人
間
を
照
ら
す
光
で
あ
っ
た
︒﹂

　

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書　

１
章
４
節

▲ クリスマスを共に祝うYMCA保育園の子どもたち（2021年12月）
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「
第
25
回
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
ン
」（
主
催
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、

後
援
神
奈
川
県
、
横
浜
市
市
民
局

ほ
か
）は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
リ
ア
ル
大

会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
に
て
行
わ

れ
た
。
全
体
で
85
チ
ー
ム
・
個
人

参
加
27
人
を
含
む
合
計
４
５
２
人

の
参
加
と
企
業
・
団
体
か
ら
の
協

賛
に
よ
り
約
４
５
０
万
円
の
支
援

金
と
な
っ
た
。

　

リ
ア
ル
大
会
は
、
10
月
15
日
に

み
な
と
み
ら
い
臨
港
パ
ー
ク
で
３

年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
さ
れ
、
幼

児
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
小
学
生
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
各
部

門
の
優
勝
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ダ
ッ
シ

ュ
チ
ー
ム（
幼
児
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東

と
つ
か
保
育
園
・
４
分
20
秒
79
）、

横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ワ
イ
ワ
イ
・
Y’s

（
小
学
生
・
横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・

７
分
51
秒
88
）と
な
っ
た
。
ス
ペ

シ
ャ
ル
部
門
の
招
待
チ
ー
ム
で
は

車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
や
ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
、ア
ン
プ
テ
ィ
サ
ッ
カ
ー

の
選
手
が
参
加
し
た
。
実
行
委
員

の
近
藤
和
之
委
員（
株
式
会
社
テ

レ
ビ
神
奈
川=

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛

助
会
）、
佐
竹
博
総
主
事
が
伴
走

者
と
し
て
参
加
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
は
、
10
月
17

日
か
ら
31
日
の
15
日
間
の
歩
数
を

カ
ウ
ン
ト
し
、
歩
数
の
合
計
を
競

う
チ
ー
ム
参
加
と
個
人
参
加
に
よ

り
行
わ
れ
た
。
チ
ー
ム
参
加
の
優

勝
は
、
て
く
て
く
舞
岡（
２

２
６
万
７
６
８
６
歩
）、
個

人
参
加
で
は
、
た
ま
の
み
様

（
33
万
６
６
６
５
歩
）が
優
勝

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
で

は
、
ア
プ
リ
を
用
い
て
各

チ
ー
ム
の
歩
数
な
ど
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
公
開
し
た
。
参

加
者
は「
帰
り
は
１
駅
歩
い

て
帰
ろ
う
」「
健
康
の
た
め

大
会
後
も
歩
こ
う
」な
ど
の

声
も
あ
っ
た
。
大
会
期
間
中

に
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
常

置
委
員
会
、
ス
タ
ッ
フ
タ
ス

ク
の
メ
ン
バ
ー
が
協
賛
企
業

チ
ー
ム
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

大
会
に
参
加
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て

取
り
組
み
の
様
子
を
発
信
し
た
。

　

リ
ア
ル
大
会
前
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
大

会
実
行
委
員
長
の
小
松
仲
史
氏（
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
湘
南
・
沖
縄

部
部
長
）か
ら「
多
様
性
を
認
め
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
多
く
の
人
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
し
た

い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
選

手
宣
誓
は
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち

が
行
い
、
チ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス
の

応
援
動
画
も
公
開
さ
れ
た
。
11
月

６
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た

閉
会
式
で
は
、
工
藤
誠
一
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が
、
参
加
者
や
協

力
企
業
・
団
体
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
。
大
会
の
結
果
や
特
別
賞
な
ど
の

詳
細
は
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト（
上
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
11
月
６

日
に
、
横
浜
市
と
周
辺
地
域
に
在

住
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
び
と
の

た
め
の「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
in
三
浦
」（
共
催 

生
活
協
同

組
合
ナ
チ
ュ
ラ
ル
コ
ー
プ
ヨ
コ
ハ

マ
）を
行
い
39
人
が
参
加
し
た
。

　

最
初
に
、
横
須
賀
に
あ
る
嘉
山

農
園
に
て
ニ
ン
ジ
ン
や
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
な
ど
の
収
穫

を
行
い
、
収
穫
し
た
野
菜

は
土
産
と
し
て
手
渡
さ
れ

た
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

の
い
ち
ご
の
育
て
方
や
野

菜
の
種
類
、
調
理
方
法
な

ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
農
業
に
従
事

し
て
い
た
人
か
ら
は
ど
ん

な
野
菜
を
作
っ
て
い
る
の

か
、
ど
ん
な
道
具
を
使
っ

て
い
る
か
な
ど
農
園
ス

タ
ッ
フ
と
の
話
が
尽
き
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
に
移
動
し
交
流
の
時
を
持
っ
た
。

海
岸
の
散
策
や
楽
器
の
演
奏
・
合

唱
、懇
談
、平
和
の
ハ
ト
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
記
入
な
ど
を
行
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
は
貝
が
ら
拾
い
や
凧
あ

げ
、
サ
ッ
カ
ー
、
フ
リ
ス
ビ
ー
な

ど
を
楽
し
ん
だ
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
専
門
学
校
で

日
本
語
を
学
び
、
引
率
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た

カ
テ
リ
ー
ナ
・
プ
ロ
ポ
ジ
ュ
ク
さ

ん
は「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
た
い
」と
語
っ
た
。
こ
の

支
援
活
動
は
寄
せ
ら
れ
た
募
金
が

用
い
ら
れ
た
。

三浦リフレッシュデイキャンプ
ウクライナの人たちが野菜収穫 ポジティブネットをひろげよう

～今月のよくなる一歩～

自分じゃない
誰かのために行動しよう ! 　
自分じゃない
誰かのために行動しよう ! 　

　　（Caring　思いやり）　　（Caring　思いやり）

じ ぶん

 こう  どう だれ

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

心動かす瞬間大切に

障がいのある子どもたちを応援する 
第25回インターナショナル・チャリティーラン

リアル大会とオンライン大会に
452人が参加し、支援の輪広げる

　1944年11月25日に次男が誕生しました。身重
であろうと、産後であろうと、 1 週間に 2 回の防
空演習には参加しなければなりませんでした。バ
ケツリレー、消火訓練に私は赤ん坊を背負って参
加しました。隣組というのがあり、近所の 5 、 6
軒が一組となり、組長さんが指揮を執っていて、
食料から日用品一切が配給の制度で、組員が交代
で行っていました。食料は 1 週間に 3 回ぐらい配
給されましたが、ねぎ 2 本、大根 1 / 4 、白菜 1 / 4
ぐらいのわずかな量でした。肉や魚は 1 カ月に 1
回ぐらいで、 3 歳の長男と赤ん坊と主人と私の 4
人家族には、とても足りませんでした。農家に買
い出しに行きましたが、高級な衣類を持っていか
ないと売ってくれない状況でした。東京から岡山
工場に配属された人は知り合いがいないので、み
んな不自由な思いをしました。1945年 2 月ごろに
は、空襲もだいぶ広がり、岡山のあたりも騒がし
くなり、防空演習はだんだん激しくなりました。
主人も徹夜が多くなり、田舎の方へ疎開する近所
の人も出てきて、大きい民家が空き家になったあ
とを会社が社宅として借りていました。

（厚木 YMCA 運営委員・
厚木ワイズメンズクラブ 川口知幸）

体験を平和につなぐ vol.17
母の証言1　岡山大空襲

　保育園ではたくさんの自然物に
触れて遊びます。秋には、落ち葉
やどんぐりなどの木の実、食べ物
でも園庭に生えている柿や畑で
掘ったさつまいも、バケツで育て
た稲など多くの物に触れる機会が
あります。子どもたちはこれらの
物に触る際に心を動かされます。
　落ち葉では、ガサゴソといった
音や感触、食べ物では、におい・
色といった嗅覚や視覚などの五感
を子どもたちは最大限に使い「不
思議だね」「面白いね」「こうした
らどうなるのだろう」などと感じ、
感性が磨かれていきます。

　保育園では子どもたちが自分で
考え、選び、気付き、工夫してみ
ることを大切にしています。例え
ば、活動を自分で選べるようにし
たり、考える時を過ごしたり、あ
えて大人は答えを出さずに見守る
ようにしています。それは自分た
ちで考えたり、選んだり、工夫し
た時に、更なる発見や驚きがあり、
そこにはとても深い学びがあるか
らです。たくさんのことを考え、
心動かされ、より多くの発見につ
なげてほしいと思います。

（YMCA オベリン保育園　
　　　　主任　中瀬竜太）

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
と
も
に
音
楽
を
楽

し
み
理
解
を
深
め
て
い
こ
う
と
、
２
０
１

１
年
か
ら
横
浜
つ
づ
き
ワ
イ
ズ
メ
ン
＆

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
創
立
５
周
年
を
記

念
し
て
は
じ

ま
っ
た「
Ｙ
ｏ

ｕ
＆
Ｉ
コ
ン

サ
ー
ト
」（
同

運
営
委
員
会
主

催
）が
、
10
回

目
を
迎
え
11
月

12
日
に
都
筑
公

会
堂
で
開
催
さ

れ
た
。

　

佐
藤
大
祐
団

長
率
い
る
横
浜

室
内
合
奏
団
の

演
奏
と
歌
劇
団

に
よ
る「
桃
太

郎
」な
ど
を
参

加
し
た
３
９
２
人
が
楽
し
ん
だ
。

　

当
日
の
運
営
は
、
横
浜
つ
づ
き
ワ
イ
ズ

メ
ン
＆
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
、
地
域
の
団
体
な
ど
に
よ
り
運
営
さ

れ
、運
営
費
の
一
部
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
支
援
金
が
用
い
ら
れ
た
。

横浜北
障
が
い
の
あ
る
人
と

と
も
に
コ
ン
サ
ー
ト

※�今号からは川口知幸氏からご寄稿いただいた川口氏お母
様故川口アイ氏が「厚木 YMCA 平和を祈る会」にて話され
た内容をご紹介します。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
と
子
ど
も
の
体
力

が
低
下
す
る
中
で
、
運
動
の
楽
し
さ
に
触

れ
運
動
に
親
し
む
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
の

大
切
さ
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
11
月
か
ら

体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
に
あ
た
り
プ

レ
イ
ベ
ン
ト「
走
り
方
教
室
・
水
分
補
給

セ
ミ
ナ
ー
」（
株
式
会
社
ク
リ
ア
ソ
ン
提
供
）

が
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
行
わ
れ
子
ど

も
と
保
護
者
32
人
が
参
加
し
た
。

　

走
り
方
教
室
は
、
井
原
直
樹
氏（
陸
上

競
技
元
日
本
代
表
選
手
）が
指
導
に
あ
た

り
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
良
い
姿
勢

で
走
る
こ
と
、
か
か
と
を
浮
か
せ
て
走
る

こ
と
な
ど
実
践
的
な
コ
ツ
を
伝
え
、
実
際

に
走
る
練
習
を
行
っ
た
。
休
憩
時
に
は
練

習
中
の
こ
ま
め
な
水
分
補
給
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
期
間
中
は
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
水
泳

や
体
操
ク
ラ
ス
な
ど
に
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
、
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
運
動
習
慣
へ
つ
な
げ
る
。

横浜
体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

走
り
方
教
室
で
コ
ツ
つ
か
む

▲上　 3 年ぶりのリアル大会のスタート  ▲下左　招待チームと伴走した皆さん  ▲下中　企業協賛に
よりタスク・委員会がオンライン大会に参加  ▲下右　支援金のためのチャリラン T シャツ着用して

▲上　�野菜収穫体験に参加した皆さん
▲左　チンゲン菜を収穫する親子
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「
笑
顔
に
つ
な
が
る
小
さ
な
一

歩
」を
テ
ー
マ
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

国
際
・
地
域
協
力
募
金
の
取
り
組

み
を
行
っ
た
。
11
月
３
日
に
は
、

横
浜
北
・
湘
南
と
つ
か
・
鎌
倉
・

５
日
横
須
賀
・
12
日
生
麦
地
域
ケ

ア
プ
ラ
ザ
に
て
バ
ザ
ー
な
ど
を
感

染
予
防
策
を
行
い
実
施
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

藤
沢
教
会
を
会
場
に
ラ
イ
ブ
配
信

に
て「
地
に
は
平
和
～
ク
リ
ス
マ

ス
の
願
い
～
」の
テ
ー
マ
で
行
う
。

横
浜
市
戸
塚
区
内
の
キ
リ
ス
ト
教

会
・
団
体
に
よ
る「
と
つ
か
合
同

ク
リ
ス
マ
ス
会
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
・
事
務
局
湘
南
と
つ
か
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
）は
、
同
日
、
午
後
２
時

か
ら
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
て

行
う
。
12
月
19
日（
月
）か
ら
25
日

（
日
）に
は「
泉
区
民
ク
リ
ス
マ
ス
」

（
事
務
局
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
セ
ン

タ
ー
）がYouTube

に
よ
る
オ
ン

デ
マ
ン
ド
に
て
行
わ
れ
る
。
申
込

み
は
各
事
務
局
へ
。
こ
の
ほ
か
保

育
園
や
専
門
学
校
、
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
を
共

に
祝
う
時
を
過
ご
す
。

各
地
で
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
び

と
の
た
め
に
心
を
あ
わ
せ
て
祈
り

行
動
す
る
時
と
し
て
い
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「IGNITE: 

Praying the Im
pact 

～
暗
闇
に

火
を
灯
す
：
イ
ン
パ
ク
ト
の
た
め

の
祈
り
を
捧
げ
る
」。
神
奈
川
県

内
の
合
同
祈
祷
集
会
は
横
浜
、
藤

沢
・
平
塚
、
鎌
倉
・
湘
南
の
３
カ

所
に
て
行
わ
れ
た
。

11
月
19
日
に
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

／
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
合
同
祈
祷
週
礼

拝
を
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に
て
行
っ
た
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
郁
子
牧
師（
英

国
国
教
会
司
祭
）か
ら「
恵
み
の
力

に
生
か
さ
れ
る
」を
テ
ー
マ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
礼
拝
後
に
は
、

横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
を
行
い
、

参
加
者
同
志
も
情
報
交
換
の
時
を

も
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
神
奈
川
県
内
で
は
、

17
日
に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
鎌
倉

恩
寵
教
会
に
て
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・

湘
南
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
、
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
を
会
場
と
し
て
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
・
平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
そ
れ
ぞ

れ
合
同
祈
祷
会
を
行
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
祈
祷
会
の
事
務
局
は
、
横

浜
中
央
・
鎌
倉
・
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
担
っ

た
。
地
域

の
人
と
と

も
に
、
平

和
に
つ
い

て
考
え
る

時
を
持

ち
、
祈
り

を
共
に
し

た
。

　

県
内
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を
多
く
の

人
と
と
も
に
祝
お
う
と
毎
年
市
民

ク
リ
ス
マ
ス
を
各
地
域
の
キ
リ
ス

ト
教
会
な
ど
と
開
催
し
て
い
る
。

今
年
も
鎌
倉
・
藤
沢
、
横
浜
市
戸

塚
区
・
泉
区
に
お
い
て
実
施
す
る
。

　
「
第
42
回
か
ま
く
ら
市
民
ク
リ

ス
マ
ス
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
・

事
務
局
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）は
、
12

月
10
日（
土
）午
後
１
時
か
ら「
地

に
は
平
和
、
御
心
に
適
う
人
に
あ

れ
」を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
る
。
子

ど
も
向
け
の
動
画
や
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
演
奏
も
視
聴
で
き
る
。「
第
50

回
藤
沢
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
」（
藤

沢
市
内
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
主

催
・
事
務
局
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）は
、

同
日
午
後
４
時
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク

　

世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

で
は
、
11
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で

の
１
週
間
を
合
同
祈
祷
週
と
し
て
、

鎌
倉
・
藤
沢
・
と
つ
か
・
泉
区
の
教
会
や
市
民
と

Ｙ
Ｗ
合
同
祈
祷
週

各
地
域
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
共
に
祝
う

平
和
を
祈
る
Ｙ
Ｍ
／

で
は
、
１
階
入
口
に
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
手

作
り
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
ユ
ー
ス

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
、

モ
タ
ン
カ
人
形
な
ど
を
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
た
ち
が
販
売
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は「
エ
シ
カ
ル
」（
人
や

地
球
環
境
、
社
会
、
地
域
に
配
慮

し
た
考
え
方
や
行
動
）と
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
取
り
組

ん
だ
。
開
始
時
間
と
同
時
に

多
く
の
人
が
来
場
し
に
ぎ

わ
っ
た
。

　

湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
、
プ
ー
ル
を
使
い
１
０
０

本
水
泳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

ほ
か
、
と
つ
か
東
口
商
店
会

の
出
店
、
専
門
学
校
生
に
よ

る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
た
。
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
屋
外
に
テ
ン
ト
を
張
り
ミ

ニ
バ
ザ
ー
、
手
作
り
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ
た

ほ
か
、
鎌
倉
駅
前
に
て
街
頭
募
金

を
行
っ
た
。
横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
近
隣
の
横
須
賀
市
立
市
民
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
バ

ザ
ー
を
行
い
、
運
営
委
員
・
横
須

賀
学
院
学
童
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な

り
販
売
し
た
。
こ
の
ほ
か
保
育
園

な
ど
で
も
保
護
者
や
卒
園
児
を
対

象
に
開
催
さ
れ
た
。
23
日
に
は
横

浜
中
央
・
藤
沢
・
八
景
・
山
手
台

に
て
開
催
さ
れ
た
。
厚
木
・
川
崎

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
期
間
を
設
け
て
開
催

し
多
く
の
会
員
の
協
力
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ザ
ー
で
は
、
運
営

委
員
や
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
運
営
し

た
。
当
日
の
売
り
上
げ
は
国
際
・

地
域
協
力
募
金
と
な
る
。

▲ ▲ 横浜YWCAと横浜YMCAが共に平和を祈った横浜YWCAと横浜YMCAが共に平和を祈った

FLASH NEWS

　YMCA のプログラムは、スタッフが中心
となりさまざまなボランティアに支えら
れ運営されています。スタッフやボランティ
アリーダーが選手とすれば、YMCA 公式サ
ポータークラブがワイズメンズクラブと
いえます。県内 7 カ所にあるワイズメンズ
クラブは、近隣の YMCA の活動をサポート
するとともに、AIDS文化フォーラム、チャ
リティーランなどの横浜 YMCA 全体イベン
トの裏方として活動しています。
　さまざまな世代や職業、キャリアをもっ
たメンバーが YMCA をサポートすることで
つながっています。あなたもサポーター
になりませんか。

　（東日本区広報・山本俊一）
※今号から東日本区および国際協会の
　活動も順次ご紹介します。

YMCAの活動のサポーター
東日本区 湘南・沖縄部

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　

山
の
頂
に
立
つ
３
本
の
木
に

は
夢
が
あ
っ
た
。

１
本
目
の
木
の
夢
は
、
最
も

美
し
い
も
の
を
入
れ
る
宝
箱
に

な
る
こ
と
だ
っ
た
が
実
際
に
は
、

桶
と
な
り
小
屋
の
隅
に
置
か
れ

た
。
美
し
さ
や
所
有
物
な
ど
が

他
者
か
ら
の
評
価
の
対
象
と
な

る
こ
と
が
あ
る
が
、
私
た
ち
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
小
さ
く
弱
く
さ
れ

て
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
愛
と

奉
仕
の
行
動
で
社
会
に
貢
献
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

２
本
目
の
木
の
夢
は
、
最
も

頑
丈
で
強
い
帆
船
に
な
る
こ
と

だ
っ
た
が
、
漁
師
を
乗
せ
る
船

と
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
掲
げ
ら
れ
る
モ
ッ
ト
ー
の
よ

う
に
、
よ
り
速
く
・
高
く
・
強

く
、
が
他
者
と
の
優
劣
を
決

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
私

た
ち
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
よ
り
よ

く
な
る
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
を

尊
重
す
るw

ellness

を
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
提
唱
し
、
一
人
ひ
と
り

の
目
標
達
成
を
応
援
し
て
い
る
。

３
本
目
の
木
の
夢
は
、
人
び

と
が
見
上
げ
る
最
も
高
い
木
に

な
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
切
り
出

さ
れ
角
材
と
し
て
倉
庫
に
保
管

さ
れ
た
。
目
標
を
持
つ
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
が
、
一
番
に
な

る
こ
と
だ
け
が
す
べ
て
と
は
限

ら
な
い
。
私
た
ち
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
、
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
め

共
に
生
き
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　

さ
て
、
３
本
の
木
の
夢
は
そ

の
後
実
現
す
る
。
桶
に
は
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
子
が
眠
り
、

や
が
て
赤
子
は
成
長
し
青
年
と

な
り
、漁
船
に
乗
り
嵐
を
鎮
め
る
。

そ
し
て
そ
の
青
年
は
私
た
ち
の

罪
と
と
も
に
角
材
を
背
負
い
丘

の
上
に
向
か
い
、
今
私
た
ち
が

見
上
げ
る
十
字
架
と
な
っ
た
。

　

桶
と
な
っ
た
１
本
目
の
木
が
、

赤
子
を
抱
い
た
時
を
ま
も
な
く

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
世
界

の
す
べ
て
の
場
所
で
す
べ
て
の

人
が
、
穏
や
か
に
、
安
全
で
安

心
な
中
で
御
子
の
誕
生
を
祝
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら

願
う
。
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
。

※「
三
本
の
木
」い
の
ち
の
こ
と
ば
社

三本の木三本の木

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
と
も
に
音
楽
を
楽

し
み
理
解
を
深
め
て
い
こ
う
と
、
２
０
１

１
年
か
ら
横
浜
つ
づ
き
ワ
イ
ズ
メ
ン
＆

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
創
立
５
周
年
を
記

念
し
て
は
じ

ま
っ
た「
Ｙ
ｏ

ｕ
＆
Ｉ
コ
ン

サ
ー
ト
」（
同

運
営
委
員
会
主

催
）が
、
10
回

目
を
迎
え
11
月

12
日
に
都
筑
公

会
堂
で
開
催
さ

れ
た
。

　

佐
藤
大
祐
団

長
率
い
る
横
浜

室
内
合
奏
団
の

演
奏
と
歌
劇
団

に
よ
る「
桃
太

郎
」な
ど
を
参

加
し
た
３
９
２
人
が
楽
し
ん
だ
。

　

当
日
の
運
営
は
、
横
浜
つ
づ
き
ワ
イ
ズ

メ
ン
＆
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
、
地
域
の
団
体
な
ど
に
よ
り
運
営
さ

れ
、運
営
費
の
一
部
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
支
援
金
が
用
い
ら
れ
た
。

横浜北
障
が
い
の
あ
る
人
と

と
も
に
コ
ン
サ
ー
ト

横浜 AIDS 市民活動センター（横浜 YMCA 運
営受託 / 主催）が11月25日から12月 1 日

に横浜ビブレ 2F　POP-UP スペース（横浜市西
区）にて「世界エイズデーin Yokohama 2022」を
開催した。日本での HIV・エイズ、性感染症の現
状や予防方法、相談窓口についてパネル展示と資
料などの提供により、共に生きていく社会にある
HIV・エイズに対する差別や偏見の解消、人権へ
の配慮を呼びかけた。

タイの児童保護プロジェクトとして横浜
YMCA がバンコク YMCA と協働で行ってい

るプロテクト・ア・チャイルドに、国際ソロプ
チミスト横浜から今年も10万円の募金が寄せら
れた。10月24日にホテルニューグランド（横浜
市中区）にて行われた同認証45周年記念祝賀会
において、齋藤素子会長から横浜 YMCA 国際・
地域担当の柳原絵里子スタッフに手渡された。

笑顔につながる小さな一歩
地域の商店会・ボランティア・会員と

各地で国際·地域協力募金
のためのバザーを実施

▲上　北 Y まつり  ▲上　横須賀 YMCA バザー
▲下　YMCA・い～とつか祭 ▲下　鎌倉 YMCA 街頭募金



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045（662）3721
横浜北YMCA Tel 045（433）4321
藤沢YMCA Tel 0466（26）1151
横須賀YMCA Tel 046（854）5126
川崎YMCA Tel 044（932）2031
厚木YMCA Tel 046（244）4181
鎌倉YMCA Tel 0467（24）7859
YMCA山手台センター Tel 045（813）1022
湘南とつかYMCA Tel 045（864）4768
金沢八景YMCA Tel 045（782）3003
YMCA東とつかセンター Tel 045（392）3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046（264）3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045（867）0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045（860）5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046（222）8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045（813）1022
YMCAとつか保育園 Tel 045（870）3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045（790）3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045（870）3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045（500）5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044（520）1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045（800）3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045（820）5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045（440）3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044（281）7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045（353）5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042（707）9974
大和YMCA保育園 Tel 046（214）3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544（54）1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046（888）2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045（508）7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045（506）0131
本   部   事   務   局 Tel 045（662）3721横浜YMCA

I N F O R M A T I O N

2022年12月 1 日  第536号（ 4 ）

●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　12月16日（金）午前10時～正午
会　場　オンライン（Zoom）
テーマ　 Life in Two Very Diff erent Countries 

: Romania and Norway 
ゲスト　Ioan Valeanu　さん
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　Tel 0467（24）7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時　12月8日（木）午前10時30分～
会　場　湘南とつか YMCA4階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料

問合せ　湘南とつかYMCA　Tel 045（864）4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org
■聖書に聞く「新約聖書のイエス」
日　時　12月20日（火）午後2時30分～
会　場　横須賀 YMCA・オンライン（Zoom）
ナビゲーター
　　　　 横溝健正（横須賀第一キリストの教

会牧師）・窪田秀幸（日本基督教団久
里浜教会牧師）

参加費　無料
問合せ　横須賀 YMCA　Tel 046（854）5126

イベント
■ハンドベル体験教室
日　時　12月3日（土）午後2時～3時
対　象　小学生以上
指　揮　千葉　仁氏
参加費　300円
共　催　横浜 YMCA Port Friends
問合せ　舞岡地区センター　Tel 045（824）1915
■第50回 藤沢市民クリスマス
日　時　12月10日（土）午後4時～5時
会　場　カトリック藤沢教会・YouTube 配信
主　催　藤沢市内キリスト教連絡会
問合せ　藤沢 YMCA　Tel 0466（26）1151

■English Camp for Global Leadership
地球規模の課題を英語で学びます。
日　時　12月26日（月）～28日（水）
対　象　 中学2年～高校3年生（英検3級以上目安）
会　場　①リアル参加　②オンライン参加
参加費　 参加費：①55,000円　②40,000円
　　　　（会場までの交通費は自己負担）
問合せ　横浜中央 YMCA 英語学校
　　　　Tel 045（641）5492
お申込みは QR コードまたは、
https://bit.ly/3Vdxc7f をご覧ください。
■  The 5th Youth Conference hosted by 

Yokohama YMCA～寿町スタディーツアー
日　時　12月10日（土）午後12時30分～4時　
対　象　10～20代のユース20名
参加費　500円
申込み　QR コードまたは、
　　　　https://bit.ly/3AvuWAl へ。

子育て支援
■プレママDay
日　時　12月6日（火）・1月10日（火）
　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方

内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　Tel 045（780）3205

学校説明会
■横浜 YMCA 学院専門学校
日　時　12月17日（土）午後1時～
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　Tel 045（661）0080
詳細は https://bit.ly/3tAXhBP
または QR コードをご覧ください。
■ YMCA 健康福祉専門学校
日　時　 12月10日（土）・17日（土）
　　　　午前9時30分～/ 午後2時～4時
内　容　オープンキャンパス
申込み　Tel 046（223）1441
詳細は https://bit.ly/3OaLjr1
または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校
日　時　 12月10日（土）午後2時～4時・
　　　　18日（日）午前10時～正午
内　容　学校・入試説明会
申込み　Tel 045（864）4990
詳細は https://bit.ly/3k50tkH
または QR コードをご覧ください。

子ども支援基金のための
チャリティーゴルフ

　横浜 YMCA 子ども支援（BAPY）基金は、YMCA の行
うさまざまな活動に、経済的な理由から参加すること
のできない子どもたち（青少年）のための支援を行っ
ています。チャリティーゴルフ参加費の一部が支援の
ために用いられます。
日　時　2023年 3 月 3 日（金）
会　場　戸塚カントリー倶楽部
参加費　30,000円
詳細は各 YMCA またはホームページをご覧く
ださい。
https://bit.ly/ 3 UHFyE 6

第 3 回  横浜 YMCAリーダーズデイキャンプ
　横浜YMCAの活動を支えるリーダー（指導者）のデイキャンプが10月30日にリーダー
の交流と新しいリーダー募集の一環として池子の森自然公園（逗子市）にて行われ
ました。フライングディスクを用いて行うアルティメットにチャレンジしました。
共にスポーツを行いながら交流を深め、日ごろ
の指導法に生かしていきます。
　アルティメットのミニゲームを行うために、
走りながらディスクをキャッチする練習も行い
ました。この頃には投げることも、キャッチす
ることも上手になってきました。お互いの考え
や思いを共有し、スポーツを通して交流し、今
後の行動に生かしていくことを確認し合いました。

Zero Waste キャンペーン
SDGs の 目 標 達 成 に 向 け て、

11月は「すてればゴミ　わけれ
ば資源」をテーマとして、ごみ
の分別から資源につなげる取り
組みを行いました。

日常的な消毒清掃、扉や窓の開放
等の感染予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
水
泳
と
ワ
イ
ズ
に
出
会
い

さ
ら
な
る
奉
仕
と
平
和
の
活
動
実
践
に

柴
原　

和
可

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

維
持
会
員
・
水
泳
会
員

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
わ
り
は
、
私
の
孫
が

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
セ
ン
タ
ー
の
水
泳
教
室

に
通
っ
て
い
た
時
に
送
り
迎
え
を
し
て
い

た
こ
と
で
し
た
。
孫
と
リ
ー
ダ
ー
と
の
関

わ
り
が
と
て
も
良
か
っ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。成
人
の
入
会
紹
介
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
あ
り
、
私
は
２
０
０
５
年
の

秋
に
水
泳
会
員
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
水
泳
と
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
、
神
奈
川
県
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
連
合
に
所
属
し
、
ス
イ
ム（
水
泳
）、
自

転
車（
バ
イ
ク
）、
ラ
ン
ニ
ン
グ（
ラ
ン
）を

行
う
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
大
会
に
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
競

技
審
判
員
と
し
て
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
横
浜
、

神
奈
川
、
三
浦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
を

中
心
に
京
都
マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
セ
ン
タ
ー
で
は
、

メ
ン
バ
ー
に
声
を
か
け
、
水
泳
チ
ー
ム（
横

浜
深
谷
泳
友
会
）を
発
足
さ
せ
日
本
マ
ス

タ
ー
ズ
水
泳
協
会
に
登
録
し
県
内
の
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

５
年
程
前
の
会
員
大
会
に
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
方
た
ち
と
出
会
っ
た
こ
と
で
よ
り
奉
仕

の
気
持
ち
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
ご
縁
で
若
い
人
と
の
交
流
に
つ

な
が
り
、
地
域
の
ご
み
拾
い
や
街
頭
募
金

の
活
動
を

共
に
出
来

た
こ
と
は

良
か
っ
た

と
思
い
ま

す
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
水
泳

に
参
加
す

る
方
た
ち

は「
楽
し
く
」「
泳
げ
る
よ
う
に
」「
健
康
」

の
た
め
に
な
ど
目
的
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が

仲
良
く
参
加
で
き
、
つ
な
が
り
を
感
じ
ら

れ
ま
す
。
新
規
に
入
会
の
方
に
は
皆
で
ま

め
に「
明
日
も
来
て
よ
」「
待
っ
て
い
る
よ
」

と
声
を
か
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
の
笑

顔
は
素
敵
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ス
が
行
う
奉
仕
活
動
も
ぜ
ひ
私
た
ち

に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
共
に
活
動
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
や
三

浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
成
人
向
け
キ
ャ
ン
プ
や

世
代
を
超
え
た
交
流
が
さ
ら
に
で
き
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
誰
で
も
受
け
入
れ
る
団
体

で
奥
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
世
間
が
み
て

も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
と
て
も
良
い
印
象
を
持
た

れ
て
い
る
団
体
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
は
素
晴
ら
し

い
歴
史
が
あ
る
の
で
引
き
続
き
、

意
義
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
平
和
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
今
、
考
え
方
や

価
値
観
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
平
和
を
つ
く
る
担
い
手
と

し
て
私
た
ち
は
、
ま
ず
近
く
に

い
る
困
難
の
あ
る
人
を
支
え
て

い
く
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▶デスクペン　2022年12月となりました。この1年戦争や感染症、自然災害などにより困難さや不安を抱える人が多くいらっしゃいます。それぞれのいのちが守られ希望をもって歩むことができますように。共にクリスマスを迎えたいと思います。（直）
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▲ 水泳クラスのメンバーと（中央。2022年
11月。YMCA山手台センタープールにて）


